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みどりのJAお仕事紹介
ASAHIサポートセンター ヘルパー紹介特 集

７月１３日、ＪＡ道東あさひのソフトクリーム店ではＪＡ設立１０周年を記念して、
酪農対策協議会の協賛により巨大牛型ベンチ「招き牛」を設置しました。
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７月１３日、ＪＡ道東あさひのソフトクリーム店ではＪＡ設立１０周年を記念して、
酪農対策協議会の協賛により巨大牛型ベンチ「招き牛」を設置しました。

あさひ四兄弟
長男 たいよう・次男 だいち
長女 みどり・次女 みるく

別海ミルクハウス別海ミルクハウス別海ミルクハウス西春別みるくのいえ西春別みるくのいえ西春別みるくのいえ
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第13回

松岡　勇毅（まつおか　ゆうき）
平成28年7月JAに入組
平成29年7月、㈱ASAHIサポー
トセンター設立に伴い入社
好きな食べ物：チーズ
趣味：ロードバイク
　　　ミュージカル鑑賞

撮影のために急きょロードバイクでサポート
センター事務所まで来てもらいました。

第

き
っ
か
け
は「
新･

農
業
人
フ
ェ
ア
」

　

神
戸
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
働
い
て

い
た
松
岡
さ
ん
は
、
一
昨
年
に
大
阪
で

開
催
さ
れ
た
新
農
業
人
フ
ェ
ア
に
参
加
。

「
以
前
か
ら
農
業
に
興
味
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
ブ
ー
ス
で

話
を
聞
く
う
ち
に
面
白
そ
う
だ
な
と
感

じ
ま
し
た
」。

　

そ
の
後
Ｊ
Ａ
の
ヘ
ル
パ
ー
職
員
と
し

て
働
き
は
じ
め
、
仕
事
に
つ
い
て
は

「
自
分
自
身
が
酪
農
家
で
は
な
い
け
ど
、

乳
製
品
と
し
て
売
ら
れ
る
牛
乳
を
自
分

が
搾
っ
て
い
る
ん
だ
と
感
じ
て
身
が
引

き
締
ま
る
」。
ま
た
、
道
東
に
つ
い
て

は
、「
生
ま
れ
は
道
南
の
森
町
で
す
が
、

広
大
な
牧
草
地
が
広
が
る
風
景
に
、
ま

る
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
よ
う
だ
。
こ
れ

が
酪
農
地
帯
か
と

感
じ
た
」
と
当
時

の
印
象
を
語
り
ま

し
た
。

趣
味
も
充
実
、
自
由
な
時
間
も

　

ヘ
ル
パ
ー
で
就
職
し
た
後
に
始
め
た

趣
味
が
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
。「
牧
草
畑
沿

い
の
道
を
走
る
の
が
と
て
も
気
持
ち
よ

く
、
休
み
の
日
は
い
つ
も
よ
り
遠
く
に

出
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
時
代
と
は
違
っ
て
朝
は
早
い
け
ど
、

仕
事
が
あ
る
日
も
日
中
に
自
由
な
時
間

が
多
い
の
も
魅
力
で
す
」。

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
Ｊ
Ａ
が
取
り

組
む
ヘ
ル
パ
ー
体
験
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
な
ど
に
つ
い
て
は
、「
個
人
的
に

は
、
初
め
か
ら
牛
が
好
き
な
人
で
な
く

て
も
良
い
と
感
じ
て
い
る
。
動
物
が
好

き
、
農
業
が
好
き
、
乳
製
品
が
好
き
な

ど
、
ど
ん
な
き
っ
か
け
で
も
良
い
の
で

一
度
道
東
に
来
て
も
ら
い
た
い
。
一
生

懸
命
な
人
と
一
緒
に
仕
事
が
し
た
い
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
ま
し
た
。

子
会
社
設
立
か
ら
一
年

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
取
組
み

　

ヘ
ル
パ
ー
社
員
の
確
保
に
向
け
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
募
集
や
新
農
業

人
フ
ェ
ア
等
の
企
業
説
明
会
に
参
加
し

た
こ
と
も
あ
り
、
今
ま
で
に
10
名
の
ヘ

ル
パ
ー
社
員
が
増
加
し
ま
し
た
。
人
材

募
集
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
感
じ
ら

れ
る
の
は
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
に

対
す
る
認
知
度
の
低
さ
で
、
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
に
は
ヘ
ル
パ
ー
体
験

に
来
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

昨
年
１
年
間
で
学
生
や
社
会
人
な
ど
23

名
の
受
入
れ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

体
験
者
に
は
、
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
以

外
に
も
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
や
哺
育
育
成

セ
ン
タ
ー
な
ど
酪
農
家
の
労
働
負
担
を

軽
減
す
る
施
設
の
見
学
を
組
み
入
れ
た

り
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
チ
ー

ズ
作
り
体
験
等
、
今
後
も
こ
の
地
域
を

知
っ
て
も
ら
う
取
組
み
を
通
じ
人
材
の

確
保
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
牧
草
収
穫
や

ス
ラ
リ
ー
散
布
作
業
を
新
た
に
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
作
業
を
希
望
す
る
方

は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ 
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　６月６日から６月30日の日程で、審査員に北海道ホルスタイン農業協同組合審査員、稲山智明審査員
を迎え、平成30年度前期（Ａ日程）体型調査及び牛群審査が行われました。
　牛群審査については、別海支所・丹羽　務氏所有グローリアス クイーン オブ コンチエルト号がＥＸ
91点、グローリアス ハツピー レジアス号がＥＸ90点を獲得しました。また、初産において、根室支
所・中川佳代氏所有センターランド マツト ロイ チヤンプ マツカチエン号、別海支所・丹羽　務氏所有
グローリアス クイーン オブ ピコレツト号、上春別支所・佐々木信氏所有スピリツト ミス ダンデイ ベル 
ゴール号が決定得点84点を獲得しました。おめでとうございます。
　後代検定体型調査については、調査結果はこれからの後継牛の選抜・淘汰に欠くことのできない種雄牛
評価値の貴重なデータとして活用される事となりますので、今後とも乳検への加入、後代検定精液の利用
ならびに、体型調査へのご協力をお願いいたします。
　今回、調査協力をいただきました生産者の皆様に感謝申し上げ報告といたします。

前期Ａ日程体型調査・牛群審査終わる!!前期Ａ日程体型調査・牛群審査終わる!!

決定得点87点以上牛一覧

グローリアス　クイーン　オブ　コンチエルト
グローリアス　ハツピー　レジアス
オーム　モデスト　ダーハム
センターランド　テラソン　ザ　チヤンプ　ルーベンス
センターランド　チヤンプ　ウツト
フレーバーランド　ウインザー　アニーガール
フアインデール　バーク　メモリー　アシユラー
グリーンリバー　プレシヤス　ＣＣＭ　メモリー 
グリーンリバー　ロイレーン　ブラクストン　バニー
ビツグゲート　シーバー　ブリユーク 
トライデイ　ジヨーダン　ノマド
エナー　エルヒーローズ　ＣＣＭ
ローテツト　ドミトリー　ゴールド
センターランド　チヤンプロウ　アツトウツド
イーストスター　スプラツシユ　ロイレーン　ダンデイ
カサハランド　ダチエス　エモリー　サンチエス
フアインクエスト　バーク　レイスター　セブン　ＲＥＤ
グローリアス　クリス　ハイパー
グローリアス　ハツピー　シヤムロツク　リンリー
フイールド　トウルース　シヤウト
ビツグゲート　スタンリー　アンセルム 
ローズ　ジエイズ　スプラツシユ
ホープ　シヤルネル　マナー　
ウイラーズ　ダーハム　ＣＣＭ
センターランド　Ｔ　アウトバウンド　アツトウツト
カサハランド　ダチエス　エモリー　デイストライ
フレーバ－ランド　スパークリング　サベージ　ＥＴ
グローリアス　アンシエル　ネツト　スター
グローリアス　カーリー　ロビン　
ハピイイースト　クイーン　オブ　リアーナ  
グローリアス　バーク　スパークリング　リズ
リープリング　アリツサム　クレイン　チヤーミー 
グリーンリバー　アレキサンダー　ローリン　レイ　ＥＴ
ビツグゲート　ＯＰ　タレンテイーノ　チツプ　ＥＴ
スピリツト　ダンデイ　クレヨン
マラソン　レビニユー　ミリオン　スーパー

94H14105
7H8190
7H7463
70H969
7H10506
JP3H54343
200H5049
3Ｈ53584
7Ｈ9165
200Ｈ5567
200H5575
3H53584
200H5630
7H10506
94H10276
7H8190
HG977089
200H2137
7H10849
29Ｈ13387
200Ｈ3603
3H53998
11H9791
3H53584
7H10506
94H13666
JP3H53999
200H5588
94H13578
7H10920
JP3H53999
7H11547
7Ｈ8221
7Ｈ10920
JP3H53584
1H8778

07－04
08－00
09－00
05－07
05－01
04－07
08－11
07－02
05－00
05－10
05－09
06－07
05－01
03－06
05－07
05－09
05－05
06－04
05－03
05－09
04－10
05－03
04－09
04－07
04－05
04－07
04－11
06－02
05－10
05－03
04－11
04－02
05－08
03－08
04－10
05－01

丹羽　　務氏
丹羽　　務氏
石橋　潤一氏
中川　佳代氏
中川　佳代氏
平沢　　清氏
丹羽　博文氏
今井　明郎氏
今井　明郎氏
㈱大門牧場
佐藤　正一氏
石橋　潤一氏
石橋　潤一氏
中川　佳代氏
齊藤　哲夫氏
笠原　穣二氏
丹羽　博文氏
丹羽　　務氏
丹羽　　務氏
宇居　幸子氏
㈱大門牧場
石橋　潤一氏
石橋　潤一氏
石橋　潤一氏
中川　佳代氏
笠原　穣二氏
平沢　　清氏
丹羽　　務氏
丹羽　　務氏
丹羽　　務氏
㈱Diary Holsteins
日向　和哉氏
今井　明郎氏
㈱大門牧場
佐々木　信氏
佐藤　正一氏

別　海
別　海
根　室
根　室
根　室
別　海
別　海
西春別
西春別
西春別
上春別
根　室
根　室
根　室
別　海
別　海
別　海
別　海
別　海
西春別
西春別
根　室
根　室
根　室
根　室
別　海
別　海
別　海
別　海
別　海
別　海
西春別
西春別
西春別
上春別
上春別

91 
90 
89 
89 
89 
89 
89 
89 
89 
89 
89 
88 
88 
88 
88 
88 
88 
88 
88 
88 
88 
87 
87 
87 
87 
87 
87 
87 
87 
87 
87 
87 
87 
87 
87 
87

得点 名　　　　　　号 父略号 審査年齢 所 有 者 支 所

初産決定得点８４点以上牛一覧

センターランド　マツト　ロイ　チヤンプ　マツカチエン
グローリアス　クイーン　オブ　ピコレツト
スピリツト　ミス　ダンデイ　ベル　ゴール

7H11477
200H2137
7H10723

02－08
02－07
02－03

中川　佳代氏
丹羽　　務氏
佐々木　信氏

根　室
別　海
上春別

84　
84　
84

得点 名　　　　　　号 父略号 審査年齢 所 有 者 支 所
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７
月
22
日
、
中
標
津
町
営
球
場
と
町
立
広
陵
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
根
室
管
内
Ｊ
Ａ
役
職
員
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
、
計
６

チ
ー
ム
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
全
道
大
会
へ
の
切
符
を
か
け
て

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

道
東
あ
さ
ひ
野
球
部
は
初
戦
の
Ｊ
Ａ
標
津
を
６
対
３
、
準
決

勝
で
は
Ｊ
Ａ
中
春
別
を
５
回
コ
ー
ル
ド
の
７
対
０
で
下
す
な
ど
、
若
手
中
心

ス
タ
メ
ン
で
あ
り
な
が
ら
も
危
な
げ
の
な
い
試
合
運
び
で
圧
倒
し
、
順
調
に

勝
ち
進
み
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
、
今
年
も
宿
敵
の
Ｊ
Ａ
中
標
津
と
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。
道

東
あ
さ
ひ
の
エ
ー
ス
長
谷
川
投
手
は
、
序
盤
に
複
数
の
ラ
ン
ナ
ー
を
許
す
場

面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
互
い
に
投
手
戦
が
続
き
４
回
ま
で
は
０
対
０
の
硬
直

状
態
。
５
回
裏
に
タ
イ
ム
リ
ー
で
１
点
先
制
さ
れ
ま
し
た
が
、
６
回
表
に
新

人
の
坂
本
多
玖
人
選
手
が
タ
イ
ム
リ
ー

を
放
ち
す
ぐ
追
い
つ
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
裏
に
ま
さ
か
の
ソ
ロ
ホ
ー
ム

ラ
ン
を
浴
び
、
７
回
に
は
ラ
ン
ナ
ー
を

出
す
も
の
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
せ
ず
に

１
対
２
で
試
合
終
了
。
２
年
連
続
の
決

勝
カ
ー
ド
は
、
今
年
も
手
に
汗
握
る
接

戦
の
末
に
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
こ
そ
は
全
道
大
会
出
場
権
の
奪

還
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
応
援
頂
い

た
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 昨

年
の
雪
辱
果
た
せ
ず
、
決
勝
で
惜
敗

別海本所・支所
上春別支所
西春別支所
根室支所
厚床事業所
各本支所窓口
別海
西春別
根室
上春別
西春別
中西別
上風連
上春別
西春別
別海
根室

別海ミルクハウス
西春別みるくのいえ

  15日（水）
休み
休み
休み
休み
休み
通常営業
休み
休み
休み
休み
通常営業
休み
休み
休み
休み
休み
休み
通常営業
通常営業

  16日（木）
休み
休み
休み
休み
休み
通常営業
休み
休み
休み
休み
休み
休み
休み
休み
休み
休み
休み
通常営業
休み

各本支所
事務所 給油所

ATM

西春別支所

ASAHI
サポートセンター

8月
上春別
西春別
別海
中西別
上風連
根室

Ａコープ上春別店
西春別支所

Ａコープ西春別店
根室支所
厚床事業所
別海本所

Ａコープ中西別店
Ａコープ上風連店
ケアセンター
事務所

ヘルパー・コントラ

  15日（水）
休み
通常営業
通常営業
休み
休み
通常営業
休止
通常稼働
通常稼働
通常稼働
休止
通常稼働

通常稼働

休止
休止
通常営業
休み
通常営業

  16日（木）
休み
通常営業
通常営業
休み
休み
通常営業
休止
通常稼働
休止
通常稼働
休止
通常稼働

通常稼働

休止
休止
通常営業
休み
通常営業

8月

金融店舗

整備工場

Ａコープ

資材店舗

ソフトクリーム店

誠に勝手ながら、以下の通りとさせていただきますので、
何卒ご了承くださいますようお願いいたします。お盆の営業日程について

コープさっぽろ
べつかい店

根室管内JA
役職員野球大会
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甘
酒

お
米
で
健
康

管
理
栄
養
士
・
雑
穀
料
理
家
●
柴
田
真
希

　

気
に
な
る
栄
養
価
で
す
が
、

「
米
麹
甘
酒
」
は
お
米
と
米
麹
で

造
ら
れ
、
発
酵
さ
れ
消
化
が
良
く

な
っ
て
い
る
の
で
、
夏
バ
テ
予
防

の
栄
養
補
給
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
ブ
ド
ウ
糖

の
他
、
酵
素
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
、

食
物
繊
維
、
オ
リ
ゴ
糖
な
ど
を
豊

富
に
含
み
ま
す
。
腸
の
調
子
を
整

え
る
効
果
も
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

　
「
酒
粕
甘
酒
」
は
酒
粕
の
栄
養
で

あ
る
食
物
繊
維
や
豊
富
な
ア
ミ
ノ

酸
の
他
、
発
酵
パ
ワ
ー
で
あ
る
酵

母
と
麹
菌
を
摂
取
で
き
ま
す
。
こ

れ
ら
に
よ
り
血
圧
や
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
下
げ
る
効
果
が
期
待
で

き
る
他
、
血
流
を
良
く
し
て
体
を

温
め
た
り
、
肌
の
調
子
が
良
く

な
っ
た
り
と
女
性
に
う
れ
し
い
効

果
も
感
じ
ら
れ
そ
う
で
す
。

　

ど
ち
ら
を
飲
む
か
は
、
期
待
し

た
い
効
果
や
味
（
風
味
）、
造
り
や

す
さ
（
手
に
入
り
や
す
さ
）
で
選

ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
冷
た
い
ま
ま

飲
む
の
も
良
い
で
す
が
、
夏
で

あ
っ
て
も
ク
ー
ラ
ー
な
ど
で
体
が

冷
え
て
い
る
と
き
は
温
め
て
飲
む

の
も
良
い
で
し
ょ
う
。
牛
乳
や
豆

乳
で
割
っ
た
り
、
す
り
お
ろ
し
た

シ
ョ
ウ
ガ
や
シ
ナ
モ
ン
を
入
れ
る

な
ど
の
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
て
も
良

い
で
す
ね
。
こ
の
夏
は
甘
酒
を
う

ま
く
取
り
入
れ
て
夏
バ
テ
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

　

冬
に
飲
む
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
甘
酒

で
す
が
、
実
は
季
語
は
「
夏
」
。
飲

む
点
滴
と
も
呼
ば
れ
、
食
欲
の
な
い

夏
の
栄
養
補
給
に
も
ぴ
っ
た
り
で
す
。

昨
今
の
ブ
ー
ム
で
甘
酒
は
ス
ー
パ
ー

や
コ
ン
ビ
ニ
で
も
手
に
入
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

甘
酒
は
造
り
方
に
よ
っ
て
「
米
麹

（
こ
う
じ
）
甘
酒
」
と
「
酒
粕
（
か

す
）
甘
酒
」
の
２
種
類
に
分
け
る
こ

と
が
出
来
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。

　
「
米
麹
甘
酒
」は
、
炊
い
た
お
米（
お

か
ゆ
）に
米
麹
を
入
れ
て
50
〜
60
度

く
ら
い
の
温
度
で
７
〜
８
時
間
保
温

し
て
お
く
と
出
来
上
が
り
ま
す
。
そ

れ
に
比
べ
て
「
酒
粕
甘
酒
」
は
酒
粕

を
お
湯
で
溶
き
、
お
好
み
で
砂
糖
を

加
え
て
ひ
と
煮
立
ち
し
た
ら
完
成
で

す
。「
酒
粕
甘
酒
」
の
方
が
簡
単
に

造
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
酒
粕
は

日
本
酒
を
造
っ
た
と
き
に
作
ら
れ
る

粕
の
た
め
ア
ル
コ
ー
ル
を
含
ん
で
い

ま
す
。
妊
婦
さ
ん
や
お
子
さ
ん
、
車

を
運
転
す
る
人
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

発
生
戸
数
（
戸
）

不
明

11
／
３
旬

11
／
２
旬

11
／
１
旬

10
／
３
旬

10
／
２
旬

10
／
１
旬

９
／
３
旬

９
／
２
旬

９
／
１
旬

８
／
３
旬

８
／
２
旬

８
／
１
旬

７
／
３
旬

７
／
２
旬

７
／
１
旬

６
／
３
旬

６
／
２
旬

６
／
１
旬

５
／
３
旬

５
／
２
旬

５
／
１
旬

４
／
３
旬

４
／
２
旬

Ｈ
29
年
４
／
１
旬

低酸度二等乳（アルコール不安定乳）
の発生を防ぐために

図1　低酸度二等乳の発生状況

昨
年
の
発
生
状
況

　

平
成
29
年
度
に
お
い
て
、
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ

ひ
酪
農
家
で
低
酸
度
二
等
乳
の
発
生
が
、
例

年
よ
り
多
く
あ
り
、
平
成
29
年
４
月
〜
11
月

で
41
戸
の
発
生
と
な
り
ま
し
た
。

　

発
生
時
期
は
４
月
か
ら
発
生
し
始
め
、
特

に
８
月
３
旬
か
ら
新
規
発
生
が
増
加
し
ま
し

た
（
図
１
）。

　

今
年
は
１
番
草
の
収
穫
が
遅
れ
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
の
で
、
８
月
以
降
に
今
年
の

１
番
草
を
給
与
す
る
際
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
不

足
か
ら
の
低
酸
度
二
等
乳
を
未
然
に
防
ぐ
対

策
が
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

１
．
発
生
の
原
因

　

低
酸
度
二
等
乳
の
原
因
は
、
は
っ
き
り
と

解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
乳
タ
ン
パ
ク
の
変

性
と
ミ
ネ
ラ
ル
（
カ
ル
シ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
）
の
バ
ラ
ン
ス
が
変
化
し
、
ア
ル
コ
ー

ル
で
凝
固
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
と
考

え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
や
ミ
ネ
ラ
ル
の
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
、
ホ
ル
モ
ン
の
変
調
が
激
し
く

な
る
（
泌
乳
初
期
か
ら
最
盛
期
、
乾
乳
前
）

と
発
生
し
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。　

２
．
発
生
し
や
す
い
時
期

①
貯
蔵
飼
料
が
無
く
な
る
、
不
足
す
る
時
期

（
４
〜
５
月
）

　

↓
乾
物
摂
取
量
不
足
、
栄
養
不
足

②
放
牧
開
始
か
ら
放
牧
最
盛
期（
６
〜
７
月
）

　

↓
青
草
の
硝
酸
塩
に
よ
る
影
響

③
暑
熱
期
（
７
〜
８
月
）

　

↓
暑
熱
に
よ
る
乾
物
摂
取
量
不
足
、
栄
養

　
　

不
足
、
ミ
ネ
ラ
ル
の
不
足
、
サ
イ
レ
ー

　
　

ジ
の
変
敗

④
放
牧
草
の
草
勢
が
衰
え
る
時
期（
８
〜
10
月
）

　

↓
放
牧
草
の
不
足
、
乾
物
摂
取
量
不
足

３
．
対
策

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
が
最
も
大
き
な
原
因
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
乳
牛
の
乾
物
摂
取

量
を
落
と
さ
せ
ず
に
栄
養
充
足
さ
せ
る
こ
と

が
大
事
に
な
り
ま
す
。
基
本
的
な
飼
養
管
理

の
徹
底
（
乳
牛
の
快
適
性
の
確
保
）
は
も
ち

ろ
ん
、
飲
水
量
、
飼
料
給
与
量
や
放
牧
地
の

採
食
量
、
併
給
飼
料
の
種
類
等
を
し
っ
か
り

考
え
、
栄
養
充
足
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

４
．
乳
牛
の
栄
養
状
態

　

乳
牛
の
栄
養
状
態
を
見
る
う
え
で
、
無
脂

固
形
分
率
と
乳
糖
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
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図
２
は
平
成
28
年
11
月
〜
平
成
29
年
10
月

の
道
東
あ
さ
ひ
酪
農
家
に
お
い
て
、
バ
ル
ク

乳
成
分
の
平
均
を
低
酸
度
二
等
乳
発
生
農
家

と
非
発
生
農
家
に
分
け
て
表
し
た
グ
ラ
フ
で

す
。

　

一
つ
の
目
安
と
し
て
、
無
脂
固
形
８
．７

以
上
、
乳
糖
４
．45
％
以
上
に
な
る
よ
う
な

栄
養
管
理
が
低
酸
度
二
等
乳
の
発
生
を
抑
え

る
上
で
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

栄
養
充
足
に
よ
っ
て
こ
の
２
つ
の
成
分
は

上
が
り
ま
す
の
で
、
旬
報
デ
ー
タ
の
推
移
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ミ
ネ
ラ
ル
（
カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
）
の
不
足
に
よ
っ
て
も
起
こ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
充
足
さ
せ
る
よ
う

配
慮
が
必
要
で
す
。

５
．
今
年
度
の
粗
飼
料
の
状
況

　

今
年
度
は
、
１
番
草
収
穫
時
の
天
候
不
順

に
よ
り
収
穫
が
大
幅
に
遅
れ
た
農
場
も
多
い

と
思
い
ま
す
。

　

牧
草
の
刈
遅
れ
に
よ
る
栄
養
分
の
低
下
や

牧
草
中
の
繊
維
含
量
の
増
加
に
よ
る
乾
物
摂

取
量
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

給
与
粗
飼
料
の
成
分
分
析
を
行
い
、
不
足

部
分
を
併
給
飼
料
や
配
合
飼
料
で
補
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

粗
飼
料
の
分
析
結
果
に
よ
っ
て
は
、
ビ
ー

ト
パ
ル
プ
や
ル
ー
サ
ン
ヘ
イ
な
ど
で
補
い
ま

し
ょ
う
。

9.1

9.0

8.9

8.8

8.7

8.6

8.5

8.4

8.3

8.2

8.1

非発生農家

4.00 4.10 4.20 4.30 4.40 4.50 4.60 4.70 乳糖（％）
図2　無脂固形分率と乳糖の状況

無
脂
固
形
分
率（
％
）

乾物摂取量を落とさせないためのポイント

① 基本飼養管理の徹底

②放牧草が不足した場合は、
　併給飼料を給与

③ミネラル分の充足をはかる

④第一胃内の発酵補助

（栄養充足がなされず、乳成分が低下した場合や、低酸度二等乳の発生が多い時期に）

乳牛の快適性の確保
（換気、飲水、飼槽、牛床、繋留方法）

ロールサイレージやビートパルプ、
ルーサンヘイ等の給与

カルシウム、マグネシウムの増給

重曹の給与

発生農家



粗飼料収穫や肥料散布など、圃場作業が最盛期となっています。圃場作業に加えて、朝と晩
は搾乳をしなければなりません。疲れが溜まっていませんか？搾乳作業がおろそかになって
いませんか？

　根室管内において、抗生物質混入事故は毎年発生しています。
平成28年は12件、29年は11件と、近年増えています。（右図）
　バルク乳に混入すると、多額の損失となってしまいます。草
地の作業で忙しく、疲れているときこそ要注意です。

　搾乳ロボット体系の場合は、抗生物質投与牛の別搾りをパソコンで設定し忘れたり、別の牛群に
移動し忘れたりしないように気をつけましょう。

　抗生物質の混入リスクは、「食品の安全性」を脅かす要因となります。また、誤搾乳を防ぐため、
作業者の誰が見ても分かるようにマーキングなどを徹底して、少しでも生乳生産
ロスを防ぎましょう。

抗生物質混入事故に
ご注意!!

疲れているときは注意力が低下しています!!疲れているときは注意力が低下しています!!

足バンドとスプレーの二重で対策

混入事故は毎年発生しています

検査キット（ミルクドクター等）も活用してダブルチェックを！

抗生物質投与牛は隔離し、マーキングをしましょう

抗生物質投与牛の上に掲示板を設置

スプレーを目立つようにかける

足バンドが汚れたら新しいものと交換

8

根室管内　抗菌性物質混入件数
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乾乳期における牛の観察ポイント
酪農試験場　乳牛グループ　小山　　毅

　乳牛は分娩をきっかけに生理状態が激変するため、周産期疾病が非常に発生しやすくなります。
周産期疾病は乳量や繁殖成績の低下だけではなく、最悪の場合牛が淘汰されることもあります。分
娩後に調子が悪くなりそうな牛を予測できれば、早めに予防的な措置を行なうことが可能になりま
す。本稿では、分娩後の疾病を予測するための、乾乳期における牛の観察ポイントについて解説し
ます。

1.　何を観察するのか？
　分娩後の疾病を予測するために、牛の太り具合、摂取状況、および肢蹄の状態を観察する事が重
要です。それぞれを評価するモニタリング手法として、①ボディーコンディションスコア（BCS）、
②ルーメンフィルスコア（RFS）、および③跛行スコアがあります。下表の状態にある牛は危険信
号です。

　分娩後の疾病を予測するためには、“乾乳期（分娩前60日間）”は特に意識して観察する必要が
あります。

2.　どの様な影響があるのか？

　酪農試験場が実施した、根室管内22農場で飼養されていた約750頭における、乾乳期の牛の状態
と分娩後の疾病発生等との関係の調査結果を表2に示しました。乾乳期の状態が悪いと、分娩後の
疾病発生等に悪影響があり、特に乾乳期過肥は広範な影響があることが示されました。
　この様な牛を発見した場合、群構成の配慮、蹄の治療などの対処をするとともに、マーキングす
るなど、要注意牛であることが一目でわかる工夫をするのが良いでしょう。

表1.　注意を要する牛の状態

BCS

分娩後56日以内の淘汰

分娩後56日以内の第四胃変位治療

分娩後56日以内の乳熱等1）治療

分娩後56日以内の乳房炎治療

初回検定乳成分2）異常

初回検定乳量

過肥

増加

増加傾向

－

増加

増加

減少

痩せ過ぎ

－

－

－

－

－

減少

摂取量不足

増加

増加

増加

－

－

－

重度跛行あり

－

－

増加傾向

－

－

減少

RFS 跛行スコア

①腰角～②背骨のラインに凹みがなければ過肥。
③坐骨、④腰角、⑤横突起が角張っていたら痩せ
　過ぎ。

⑥左膁部が三角または台
　形状に窪んでいたら、
　摂取量不足。

起立した状態で背中が湾
曲していたら重度の跛行
あり。

表2.　乾乳期の牛の状態が分娩後の疾病発生等におよぼす影響

1）低カルシウム血症の治療も含む、2）乳脂肪、乳蛋白質率およびリニアスコア5以上

①
②

③

④ ⑤

⑥
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●酪農経営科【インターンシップ報告会】
　７月11日（水）に、６月13日（水）～15日（金）
の３日間で実施した酪農経営科の２・３年生のイン
ターンシップ報告会を実施しました。
　今年度はJA道東あさひを
はじめ、別海町役場や幼稚園、
建設業、レストラン、スー
パー、農業法人など様々な地
域の企業や関係機関のご協力
のもと、３日間のインターン
シップを実施しました。
　報告会では、生徒達が学ん
だことを参加者全員がプレゼ
ンテーション形式にて報告・
発表しました。インターン
シップでの経験をどのように
今後につなげるのか、また、
一番印象に残った実習内容な
どについての質疑も活発にお
こなわれ、充実した報告会と
なりました。今回の経験を２
年生は次年度の委託実習に、
３年生は昨年度委託実習で学
んだ経験と合わせて、自身の
進路活動にしっかりと生かしてもらえると思います。
　今後、活動内容をレポートにまとめ報告書の作成を
おこなっていく予定です。
　今回の実習に際し、関係者の皆様には、丁寧で細や
かなご指導をいただきました。この場をお借りして厚
くお礼申し上げます。

●酪農経営科【校内技術競技大会を実施】
　６月29日（金）と７月３日（火）の２日間にかけて、
農業クラブ事業である家畜審査（乳牛）、農業鑑定競
技（畜産）、農業情報処理競技といった校内技術競技
大会が行われ、酪農経営科の１～３年生全員が競技に
取り組みました。
　６月29日（金）に実施した乳牛審査競技では、本校
卒業生の伊藤牧場より育成牛４頭をお借りし、審査員
としてジェネティクス北海道
の間木野尚司様を招いて実施
しました。競技の前には、牛
の見方について講義を受け、
競技後には審査講評を実施す
るなど、関係各位の協力をい
ただいて実施することができ
ました。
　７月３日（火）には、農業鑑定競技と農業情報処理
競技をおこないました。農業鑑定競技では、普段畜産
の授業などで学んでいる専門的な知識や技術について、
机上に並べられた鑑定問題に時間内で取り組むもので
す。また、農業情報処理競技では、文書入力問題と表

計算問題、考察問題にパソコンを用いて取り組みまし
た。普段学習している農業について、競技形式で深く
学び直す良い機会となりました。今後、校内の代表者
は、８月７日（火）～８日（水）に帯広市で開催され
る全道大会に出場する予定です。
　各競技の校内最優秀賞、優秀賞は次のとおりです。
【農業鑑定競技（畜産）】最優秀:２年酒井　瞬　 
優秀:２年守屋由真、相内稜蘭、３年芳賀奈月、
１年杉本万里乃
【家畜審査（乳牛）】最優秀:１年山根　歩
優秀:１年山下舞華、２年菅原海斗、１年小林洸翔
【農業情報処理競技】最優秀:３年芳賀奈月、
２年金内ゆか里、優秀:３年瀬下めい、井澤秀希

●専攻科【７/15（日）学校祭一般公開実施】
　今年度は羊毛フェルトマ
スコット、牧草紙すき体験、
家畜パズル、フォトコンテ
ストが実施されました。牧
草紙すきの材料は、学生の
自家牧場から乾草の一部を
提供して頂きました。この
場をお借りして厚くお礼申
し上げます。　
　また当日は多くの方々が
来場し、体験やフォトコン
テストの投票などをしてい
ただきました。来年度はさ
らに展示内容を充実させ、
より楽しめる展示を目指し
たいと計画しています。

●専攻科【根室管内指導農業士会現地研修会】
　７月25日（水）に根室
管内指導農業士会主催の現
地研修会が根室市で行われ、
専攻科学生・教職員合わせ
て８名が参加しました。ま
た、指導農業士の農場視察
後に、道の駅スワン４４に
て昼食を交えた交流会も行
われました。　
　根室市川口の武隈牧場は専攻科学生の研修先でもあ
り、哺育・育成を学生が担当しているということから、
特に注意している点や、より良い哺育・育成ができる
工夫等を学生本人が説明し、専門家からの質問に対し
ても的確に答える姿が見られました。
　また、指導農業士である武隈様には「草で搾る～牛
に優しく低コストな放牧酪農を!!」と題し、牛体改善
と放牧酪農における草地の植生改善の取り組み、担い
手育成について説明していただきました。参加学生か
らは「同じ専攻科学生が意識を高く持ち実習している
事で、改めて自家牧場について考える良い研修になり
ました。」との感想がありました。

フォトコンテスト1位作品

質疑応答する松井　慎君

牧草紙すき体験準備の様子

クボタ　石川　遼さん

近藤建設　平野俊弥さん

報告会の様子

乳牛審査競技の様子
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課程
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22
資金借入
千円
51,308
43,400
118.2%
7,908
40,500
10,808

23
資金受入
千円

2,652,672
2,634,825
100.7%
17,847
614,599

2,038,073

収入合計
千円

預り員数

戸
30年
29年

30年－29年

30年　　　　　29年

25,665,681
24,335,442
105.5%

1,330,239
21,112,363
4,553,318

預 り 額

千円

貸越員数

戸

貸 越 額

千円

差　　引

千円

－3 711,173 －8 52,407 658,766

60
租税負担金
千円
902,068
985,656
91.5%

－83,588
1,013,237
－111,169

61
支払利息
千円
11,450
12,413
92.2%
－963
8,125
3,325

その他62
経 営 費
千円
441,838
458,904
96.3%

－17,066
410,517
31,321

農　　業
支 出 計
千円

16,884,773
16,082,046
105.0%
802,727

16,628,208
256,565

70
家 計 費
千円

2,011,890
2,157,261
93.3%

－145,371
2,150,333
－138,443

80
資金返済
千円
667,759
727,143
91.8%

－59,384
574,980
92,779

81
共済貯金
千円

2,193,412
2,262,306
97.0%

－68,894
1,725,708
467,704

82
農業機械
千円
270,845
297,967
90.9%

－27,122
162,307
108,538

83
その他支出
千円
959,927
755,545
127.1%
204,382
573,927
386,000

支出合計
千円

22,988,606
22,282,268
103.2%
706,338

21,815,463
1,173,143

電話料、傷害労災保険減 リース料以外減乗用車、租税、社会保険、
臨時費減

貯金、積立貯金以外減 土地購入、
土地改良以外増

22
資金借入
千円

98
82

120.7%
17

23
資金受入
千円
5,092
4,953

102.8%
139

収入合計
千円

預り員数

戸
373
376

30年
29年

30年　　　　　29年
所得率　　　　25.0%　　　　24.9%
乳飼比　　　　38.1%　　　　36.9%

30年収支　　5,138
29年収支　　3,859
差　　額　　1,279

所得率　　　　25.0%　　　　24.9%
乳飼比　　　　38.1%　　　　36.9%

農業所得 5,625,134 5,319,506

農業所得 10,797 9,999

30年収支　2,677,075
29年収支　2,053,174
差　　額　　623,901

49,262
45,743
107.7%
3,519

預 り 額

千円
8,890
6,928

貸越員数

戸
148
156

貸越額

千円
4,318
3,760

60
諸税負担
千円
1,731
1,853
93.5%
121

61
支払利息
千円

22
23

94.2%
－1

その他62
経 営 費
千円
848
863

98.3%
－15

農　　業
支 出 計
千円
32,408
30,229
107.2%
2,179

70
家 計 費
千円
3,862
4,055
95.2%
－193

80
資金返済
千円
1,282
1,367
93.8%
－85

81
共済貯金
千円
4,210
4,252
99.0%
－42

82
農業機械
千円
520
560

92.8%
－40

83
その他支出
千円
1,842
1,420

129.7%
422

支出合計
千円
44,124
41,884
105.3%
2,240

乳量

出荷月
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

出荷乳量の推移
平成30年6月末クミカン実績

33,000

32,000

31,000

30,000

29,000

28,000

27,000

26,000

25,000

30年度
29年度

ＪＡ全体…生乳出荷量（H29年12月～H30年5月）は前年比
　　　　　103.4%、乳代単価（補給金含む）は1.9円/kg増の
　　　　　99.8円/kg。収入全体では前年比105.5%（乳代単価
　　　　　の上昇、個体販売価格の上昇、前期繰越の上昇等）。
　　　　　　一方、支出全体については、農業支出が全般的に増
　　　　　加傾向にあり、前年比105.0%。収支差額においては、
　　　　　前年比623,901千円の増加となっております。

一戸平均…収支差額で前年比1,279千円の増加となっております。

※全体を通じて、乳代・補給金単価、個体販売価格が堅調に推移
する中、クミカン収支においても良好に推移しております。今後
とも営農計画に基づいたクミカン運用についてよろしくお願い致
します。

373
376

3,315,948
2,604,775

148
156

638,990
586,583

2,676,958
2,018,192



13

平成30営農年度6月末クミカン実績（JA総計） 平成30年度実績

【JA全体】

【差額要因】

《収　入》

平成29－30年度差額

項目
年別　　

30年
29年
前年比
前年差額
30年計画
計画差額

01
生　　乳
千円

16,290,895
15,732,807
103.5%
558,088

15,882,033
408,862

02
補 給 金
千円

1,433,426
1,171,817
122.3%
261,609

1,334,412
99,014

03
乳 用 牛
千円

1,432,821
1,270,113
112.8%
162,708
995,469
437,352

04
肉 用 牛
千円

1,689,562
1,598,764
105.7%
90,798

1,304,627
384,935

その他05
畜 産 物
千円
213
8

2662.5%
205

1,300
－1,087

06
家畜共済
千円
679,783
609,260
111.6%
70,523
331,945
347,838

その他12
農 産 物
千円
24,267
15,720
154.4%
8,547
10,380
13,887

20
雑 収 入
千円
958,940

1,003,063
95.6%

－44,123
531,135
427,805

農　　業
収 入 計
千円

22,509,907
21,401,552
105.2%

1,108,355
20,391,301
2,118,606

21
農外収入
千円
451,794
255,665
176.7%
196,129
65,963
385,831

初生牛、経産肉用牛
以外増

乳代単価上昇 補給金単価上昇 初生♂、肥育牛、
黒毛和種増

事業割戻金以外減 賃金収入、資産処分、
その他増

牧草販売増

【差額要因】

《支　出》
項目

年別　　

30年
29年
前年比
前年差額
30年計画
計画差額

50
労　　賃
千円

1,153,904
1,075,285
107.3%
78,619

1,275,341
－121,437

51
肥 料 費
千円

1,003,715
979,987
102.4%
23,728

1,128,606
－124,891

52
生産資材
千円
791,963
806,608
98.2%

－14,645
925,827

－133,864

53
水道光熱
千円

1,165,549
1,058,214
110.1%
107,335

1,080,992
84,557

54
飼 料 費
千円

6,747,679
6,243,729
108.1%
503,950
6,601,244
146,435

55
養 畜 費
千円

1,150,299
1,065,788
107.9%
84,511

1,043,222
107,077

56
素 畜 費
千円
195,803
188,086
104.1%
7,717

130,198
65,605

57
農業共済
千円
703,105
661,792
106.2%
41,313
697,574
5,531

58
賃料料金
千円

1,648,079
1,508,598
109.2%
139,481

1,423,041
225,038

59
修 理 費
千円
969,321

1,036,986
93.5%

－67,665
890,284
79,037

全般的に減 水道費、その他以外増 全般的に増 全般的に増 全般的に減育成牛導入増 家畜共済掛金増 販売諸掛、その他、
預託費増

常時雇用、役員報酬増 その他飼料作物、
土地資材増

【JA戸平均】

出荷乳量の推移（単位：㎏）

30年

上　春　別
西　春　別
別　　　海
根　　　室
合　　　計

……
……
……
……
……

5,296,131
7,742,738
12,571,319
4,017,027
29,627,215

12月
5,448,253
7,872,478
12,811,427
4,123,751
30,255,909

1月
4,950,283
7,130,859
11,531,208
3,744,262
27,356,612

2月
5,425,537
7,906,337
12,788,399
4,105,750
30,226,023

3月
5,294,244
7,722,734
12,275,696
3,993,985
29,286,659

4月
5,628,592
8,021,668
13,022,830
4,296,275
30,969,365

5月
32,043,040
46,396,814
75,000,879
24,281,050
177,721,783

合　　計 乳代単価

《収　入》
項目

年別　　

30年
29年
前年比
前年差額

01
生　　乳
千円
31,269
29,573
105.7%
1,696

02
補 給 金
千円
2,751
2,203

124.9%
549

03
乳 用 牛
千円
2,750 
2,387 
115.2%
363 

04
肉 用 牛
千円
3,243
3,005

107.9%
238

その他05
畜 産 物
千円

0
0

0.0%
0

06
家畜共済
千円
1,305
1,145

113.9%
160

その他12
農 産 物
千円

47
30

157.6%
17

20
雑 収 入
千円
1,841
1,885
97.6%
－45

農　　業
収 入 計
千円
43,205
40,228
107.4%
2,977

21
農外収入
千円
867
481

180.4%
387

《支　出》
項目

年別　　

30年
29年
前年比
前年差額

50
労　　賃
千円
2,215
2,021

109.6%
194

51
肥 料 費
千円
1,927
1,842

104.6%
84

52
生産資材
千円
1,520
1,516

100.3%
4

53
水道光熱
千円
2,237 
1,989 
112.5%
248 

54
飼 料 費
千円
12,951
11,736
110.4%
1,215

55
養 畜 費
千円
2,208
2,003

110.2%
205

56
素 畜 費
千円
376
354

106.3%
22

57
農業共済
千円
1,350
1,244

108.5%
106

58
賃料料金
千円
3,163
2,836

111.6%
328

59
修 理 費
千円
1,861
1,949
95.4%
－89

29年

上　春　別
西　春　別
別　　　海
根　　　室
合　　　計

……
……
……
……
……

4,917,340
7,367,872
12,553,934
3,936,709
28,775,855

4,957,198
7,508,444
12,635,955
3,989,638
29,091,235

4,522,823
6,874,820
11,411,469
3,548,070
26,357,182

4,990,754
7,610,210
12,574,041
3,923,366
29,098,371

4,892,287
7,357,340
12,298,236
3,823,150
28,371,013

5,245,537
7,785,514
13,150,860
4,076,511
30,258,422

29,525,939
44,504,200
74,624,495
23,297,444
171,952,078

（98.1円/㎏）
（97.3円/㎏）
（98.0円/㎏）
（98.3円/㎏）
（97.9円/㎏）

対比

上　春　別
西　春　別
別　　　海
根　　　室
合　　　計

……
……
……
……
……

107.7%
105.1%
100.1%
102.0%
103.0%

109.9%
104.8%
101.4%
103.4%
104.0%

109.5%
103.7%
101.0%
105.5%
103.8%

108.7%
103.9%
101.7%
104.6%
103.9%

108.2%
105.0%
99.8%
104.5%
103.2%

107.3%
103.0%
99.0%
105.4%
102.3%

108.5%
104.3%
100.5%
104.2%
103.4%

（99.8円/㎏）
（99.3円/㎏）
（100.0円/㎏）
（100.3円/㎏）
（99.8円/㎏）

（1.7円/㎏）
（2.0円/㎏）
（2.0円/㎏）
（2.0円/㎏）
（1.9円/㎏）

※累計単価
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定

期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

７
月
２
日
、
平
成
31
年
度
農
業
関
係
予
算
概
算

要
求
に
向
け
た
農
林
水
産
省
と
の
意
見
交
換
会
を
、

４
〜
５
月
に
か
け
て
各
地
区
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
現

場
の
意
見
を
踏
ま
え
、
６
月
の
各
作
目
別
対
策
委

員
会
等
で
決
定
し
た
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
の

政
策
提
案
に
基
づ
き
行
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
か
ら
は
道
連
役
員
、
Ｊ

Ａ
組
合
長
、
青
年
女
性
組
織
代
表
者
ら
143
名
が
参

加
し
、
農
協
組
織
基
盤
、
基
本
農
政
、
水
田
、
畑

作
青
果
、
酪
農
畜
産
の
各
対

策
に
つ
い
て
要
望
内
容
を
農

林
水
産
省
に
伝
え
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
持
続
可
能
な
北
海

道
農
業
確
立
に
向
け
て
、
生

産
現
場
の
意
見
を
し
っ
か
り

国
等
に
伝
え
て
参
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
は
、
特
殊
詐
欺

被
害
が
多
発
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

北
海
道
警
察
と
連
携
し
被
害
防
止
へ
の
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
６
月
に
実
施
し
た
「
年
金

感
謝
ウ
ィ
ー
ク
」
で
は
、
Ｊ
Ａ
で
年
金
を
お
受
け

取
り
さ
れ
て
い
る
お
客
様
が
来
店
し
た
際
、
特
殊

詐
欺
に
関
す
る
注
意
喚
起
の
標
語
を
印
刷
し
た

「
招
福
よ
う
か
ん
」
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ラ
ジ
オ
番
組
で
は
電
話
で
お
金

を
要
求
さ
れ
た
際
に
家
族
や
警

察
に
相
談
す
る
こ
と
を
幅
広
く

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

ホ
ク
レ
ン
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド

玉
ね
ぎ
「
環（
め
ぐ
る
）」
と
「
真
白（
ま
し
ろ
）」

の
売
り
上
げ
の
一
部
が
活
動
に
役
立
て
ら
れ
て
い

る
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
の
事
業
「
第
11
回
コ
ー
プ
の

森
植
樹
祭
」
が
、
今
年
も
５
月
か
ら
６
月
に
か
け

て
全
道
11
カ
所
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

環
と
真
白
１
パ
ッ
ク
購

入
ご
と
に
１
円
を
「
コ
ー

プ
未
来（
あ
し
た
）の
森
づ

く
り
基
金
」
に
協
賛
し
て

お
り
、
２
０
１
７
年
度
は
、

約
63
万
円
の
実
績
と
な
り

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
連
で
は
、
７
月
８
日
に

札
幌
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
「
北
ガ

ス
グ
ル
ー
プ
６
時
間
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」
に
有

志
34
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
他
の
企
業
も
多
数

参
加
し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
共
済
連
で
は
「
ひ
と
・

い
え
・
く
る
ま
の
総
合
保
障
」
を
掲
げ
、
職
員

が
揃
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着

て
一
生
懸
命
走
る
こ
と
で
、

Ｊ
Ａ
共
済
を
大
き
く
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
活

動
を
通
し
て
多
く
の
皆
さ

ん
に「
Ｊ
Ａ
共
済
」を
知
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
活
動
し

て
い
き
ま
す
。

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆

様
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
本

会
事
業
の
積
極
的
な
啓
蒙
推
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
広
報

誌
「
す
ま
い
る
」
を

発
行
し
て
お
り
ま
す
。

年
３
回
発
行
し
て
お

り
、
様
々
な
医
療
・

健
康
情
報
を
発
信
し

て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
是
非
ご
一

読
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
グループ
通
信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

ホ
ク
レ
ン

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連
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「
協
同
組
合
は
儲
け
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な

い
か
？
」
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

旧
農
協
法
第
８
条
に
も
「
組
合
は 

〜 

営
利
を
目

的
と
し
て
そ
の
事
業
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
条
文
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
非
営
利

の
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

株
式
会
社
の
目
的
は
そ
の
利
益
を
株
主
に
配

当
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
こ
の
利
益
を

「
営
利
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
一
方
、
協
同
組

合
は
組
合
員
に
対
す
る
最
大
奉
仕
が
目
的
で
あ

り
、
配
当
を
目
的
と
し
た
活
動
は
し
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
が
協
同
組
合
が
「
非
営
利
」
と
い
わ

れ
る
所
以
で
す
。

 

し
か
し
、
実
際
に
協
同
組
合
が
事
業
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て
は
利
益
が
出
ま
す
。
赤
字
に
な
ら

な
い
よ
う
安
全
を
見
越
し
て
手
数
料
を
若
干
高

め
に
設
定
し
た
り
、
肥
料
な
ど
の
購
買
品
を
大

量
仕
入
れ
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
を
下
げ
た
り
、

販
売
物
を
有
利
に
販
売
し
た
場
合
等
が
あ
る
か

ら
で
す
。

　

協
同
組
合
で
は
、
こ
う
し
て
結
果
的
に
出
た

利
益
を
剰
余
金
と
呼
ん
で
お
り
、
こ
れ
を
組
合

員
の
利
用
高
に
応
じ
て
戻
す
形
を
と
っ
て
い
ま

す
。
ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
原
則
の
６
番
目
に
も
「
剰

余
は
購
買
高
に
応
じ
て
組
合
員
に
分
配
す
る
」

と
い
う
表
現
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
利
益
に

対
す
る
考
え
方
は
協
同
組
合
が
ス
タ
ー
ト
し
た

時
点
で
す
で
に
固
ま
っ
て
い
た
と
言
っ
て
い
い

で
し
ょ
う
。

　

平
成
28
年
４
月
に
農
協
法
が
改
正
さ
れ
、
そ

れ
ま
で
の
非
営
利
か
ら
「
組
合
は 

〜 

農
業
所
得

の
増
大
に
最
大
限
の
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
表
現
に
変
わ
り
ま
し
た
。
協
同

組
合
が
利
益
を
出
す
＝
儲
け
て
は
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
法
律
が
変
わ
っ

て
も
組
合
員
の
利
益
に
配
慮
す
る
こ
と
は
協
同

組
合
の
中
に
脈
々
と
生
き
続
け
て
い
る
の
で
す
。

今
こ
そ
Ｊ
Ａ
第
３
回

協
同
組
合
は
儲
け
て
は
い
け
な
い
？

ロッチデール記念館（ロッチデー
ル公正先駆者組合発足当時の店舗
倉庫を改装したもの）

第6回理事会報告　平成30年7月30日開催
議案第１号　　ＪＡグループ北海道「畜産増頭支援事業」の実施について
議案第２号　　業務及び財務の状況に関する説明書類（ディスクロージャ
　　　　　　　ー）について
議案第３号　　一般組合員に対する農業経営基盤強化資金の借入と貸付に
　　　　　　　ついて
議案第４号　　新規就農者に対する青年等就農資金の事務取扱いについて
議案第５号　　特定組合員第３四半期クミカン供給限度額の設定について
議案第６号　　（一社）Ｊミルク酪農乳業産業基盤強化特別対策事業（地
　　　　　　　域生産基盤強化支援事業）の実施について
議案第７号　　2018北海道ホルスタインナショナルショウに係る役員視
　　　　　　　察研修（激励）について
議案第８号　　平成30年度根室ホルスタイン共進会に係る経費の支出につ
　　　　　　　いて
議案第９号　　平成30年度畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（機
　　　　　　　械導入事業）に係るリース会社の選定について
議案第10号　　第19回 道東あさひ西春別支所酪農祭の開催について

報告事項１　　平成29年度経営定期点検実施報告について
報告事項２　　貸借対照表及び損益計算書（６月末）について
報告事項３　　組合員の動向（６月末）について
報告事項４　　員外利用状況について
報告事項５　　苦情等対応状況及び従業員の交通違反と交通事故について
報告事項６　　反社会的勢力排除対応管理先に係る対応方針について
報告事項７　　融資審査会の結果について
報告事項８　　定款第57条第６項に基づく貸出金に係る理事会承認案件の
　　　　　　　処理状況について
報告事項９　　平成30年度第１四半期末余裕金運用について
報告事項10　　特定組合員実績（６月末）について
報告事項11　　第２次地域農業振興計画に係る平成29年度取組み結果につ
　　　　　　　いて

報告事項12　　平成30年度経営安定・生乳増産プロジェクトの遂行計画に
　　　　　　　ついて
報告事項13　　畜産クラスター事業申請取り下げ後の経過について
報告事項14　　平成30年度矢臼別演習場周辺地区牧草（一番草）売払い業
　　　　　　　務に係る見積（入札結果）について
報告事項15　　平成29年度補正畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業
　　　　　　　に係る入札結果について
報告事項16　　平成29年度補正畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業
　　　　　　　（機械導入事業）の第１回要望調査に係る配分予定額につ
　　　　　　　いて
報告事項17　　平成30年度酪農経営体生産性向上緊急対策事業【楽酪事業】
　　　　　　　及び酪農労働力省力化推進施設等緊急整備対策事業【楽酪
　　　　　　　ＧＯ事業】実施に係るリース会社の選定結果について
報告事項18　　平成30年度酪農経営体生産性向上緊急対策事業【楽酪事業】
　　　　　　　及び酪農労働省力化推進施設等緊急整備対策事業【楽酪Ｇ
　　　　　　　Ｏ事業】第２回要望調査の結果について
報告事項19　　管内地区酪対四役・ＪＡ組合長合同会議の結果について
報告事項20　　ＪＡ道東あさひ別海支所「2018ふれあいまつり」決算報
　　　　　　　告について
報告事項21　　販売事業実績（６月末）について
報告事項22　　平成30年度各支所乳牛共進会の収支決算について
報告事項23　　平成30年度畜舎環境衛生調査の実施日程について
報告事項24　　平成30年度優秀検定農家及び優良検定指導員の表彰候補者
　　　　　　　の推薦について
報告事項25　　購買事業実績（６月末）について
報告事項26　　行事予定について
報告事項27　　会計監査人選定に係る監査提案書等提出依頼先の決定につ
　　　　　　　いて



乳牛

乳牛

区　　分 6　　月 累　　計 脂肪率 無脂固形分率 補給金単価 ＦＡＴ単価 ＳＮＦ単価 乳質単価 乳代合計
329,059t

103.1%

68,769t

101.7%

30,948t

102.1%

7,973t

103.6%

5,551t

105.2%

12,996t

98.8%

4,428t

105.9%

983,946t

102.3%

204,204t

101.7%

91,204t

102.6%

23,717t

103.9%

16,474t

106.9%

38,294t

99.2%

12,718t

105.3%

3.85%

3.86%

3.89%

3.87%

3.88%

3.86%

3.89%

3.84%

3.87%

3.87%

3.89%

3.86%

3.87%

3.89%

8.74%

8.76%

8.71%

8.71%

8.73%

8.72%

8.69%

8.68%

8.72%

8.72%

8.74%

8.74%

8.76%

8.74%

8.17円

8.19円

8.17円

8.19円

8.17円

8.19円

8.17円

8.19円

8.17円

8.19円

8.17円

8.19円

8.17円

8.19円

35.92円

35.63円

36.26円

35.76円

36.20円

35.64円

36.23円

35.49円

36.06円

35.69円

36.27円

35.64円

36.12円

35.87円

51.57円

51.11円

51.39円

50.87円

51.48円

50.91円

51.28円

50.67円

51.44円

50.88円

51.55円

51.04円

51.65円

51.03円

3.71円

3.68円

3.75円

3.76円

3.73円

3.75円

3.80円

3.78円

3.75円

3.78円

3.68円

3.73円

3.71円

3.70円

99.00円

98.36円

99.20円

98.32円

99.21円

98.24円

99.11円

97.88円

99.06円

98.27円

99.32円

98.35円

99.29円

98.53円

6月 生乳生産・乳代単価情報

全　　道

前年(比)

根室管内

前年(比)

JA道東あさひ

前年(比)

西春別支所

前年(比) 

上春別支所

前年(比)

別海支所

前年(比)

根室支所

前年(比)

ホクレン市場カレンダー
根　

室

別　

海

上
春
別

西
春
別

種　

類
日月

1
番

9
番

8
番

7
番15日  

2
番

1
番

9
番

8
番22日  

8
番

9
番

7
番

6
番23日  

4
番

3
番

1
番

9
番29日  

5
番

4
番

3
番

2
番5日  

5
番

4
番

3
番

2
番12日  

9
番

1
番

8
番

7
番13日  

6
番

5
番

4
番

3
番29日  

8
番

6
番

5
番

4
番26日  

9　

月

8　

月

【全体運】行動範囲を広げると、刺激的な
　出会いがあるでしょう。新しいスポット
　に足を運んでみて。ネット情報に注目を
【健康運】簡単な体操にツキ。楽なものほ
　ど効果あり
【幸運の食べ物】カワハギ

【全体運】あれこれ考えすぎて、かえって
　状況を悪化させやすいよう。開き直りの
　気持ちが重要。ヒーリング音楽を聴いて
【健康運】ストレスを感じやすい時期。気
　分転換を
【幸運の食べ物】カボス

【全体運】優柔不断になり、周りに迷惑を
　掛けがち。信頼できる相談相手を見つけ
　ましょう。運気アップには花を飾って
【健康運】疲れやすいかも。十分な休息を
　取ること
【幸運の食べ物】オクラ

【全体運】心理的に動揺しやすいよう。何を
　するにも、行動前には深呼吸で心を静める
　とグッド。野菜料理を食べるのも吉
【健康運】無理は禁物です。のんびり過ごし
　てみて
【幸運の食べ物】レタス

【全体運】自分に自信が生まれる気配。興味
　があることに、どんどんぶつかってみて。
　過去の失敗を乗り越えるチャンスも
【健康運】心に余裕を持つことで、体調に好
　変化が
【幸運の食べ物】キクラゲ

【全体運】ゆったり構えれば、状況は少し
　ずつ好転してくるはず。焦って行動しな
　いよう、ご用心。半身浴でリラックスを
【健康運】良質な睡眠を心掛けて。気力回
　復の兆し
【幸運の食べ物】カンパチ

【全体運】人脈のネットワークを広げていく
　好機。食事や飲みに誘われたら、気軽に顔
　を出して。新しい趣味を持つのも◎
【健康運】順調。自分のリズムを大切にしま
　しょう
【幸運の食べ物】桃

【全体運】自分の考えや価値観にこだわり、
　停滞を招く暗示。柔軟性を発揮して。耳
　に痛い意見ほど現状打破に役立ちます
【健康運】食生活の乱れを正せば、好影響
　が期待大
【幸運の食べ物】ナス

【全体運】前向きな気持ちになれます。やっ
　てみたいことがあれば思い切ってチャレン
　ジを。遠方への外出も楽しめるはず
【健康運】適度に体を動かすと、元気になれ
　そう
【幸運の食べ物】サトイモ

【全体運】うっかりミスを連発しやすいか
　も。常に確認作業を忘れないで。気分の
　リフレッシュにはハイキングがお勧め
【健康運】スポーツの前には、きちんと運
　動を
【幸運の食べ物】アワビ

【全体運】知的好奇心が高まる月です。読
　書を楽しむことで、新しい発見がある予
　感。得意な分野に打ち込むのも好結果に
【健康運】アクティブに過ごして。体力強
　化に最適
【幸運の食べ物】カボチャ

【全体運】やたらと人を当てにせず「自分の
　ことは自分で行う」姿勢が幸運の鍵に。玄
　関の掃除が開運を招きそう
【健康運】フットワークの軽さが大事。まず
　散歩へ
【幸運の食べ物】ゴーヤー

牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20
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１
番
草
収
穫
時
期
に
続
い
た
梅

雨
の
よ
う
な
長
雨
も
終
わ
り
、
や

っ
と
道
東
の
短
い
夏
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
真
夏
日
を
観
測
す
る
こ

と
も
増
え
て
く
る
こ
の
時
期
は
、

や
は
り
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
が
お
い

し
い
季
節
で
す
。

　

今
月
号
の
表
紙
で
紹
介
し
た

「
招
き
牛
」
は
そ
れ
ぞ
れ
１
体
ず

つ
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
店
に
設
置
さ

れ
、
独
特
の
存
在
感
を
放
ち
な
が

ら
皆
様
の
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
お
い
し
い
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
と
と
も
に
座
っ
て
写
真
を

撮
れ
ば
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
多
く
の
人
か

ら
「
い
い
ね
」
が
も
ら
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
（
笑
）

異 動 職 員
平成30年8月1日
購買部 資材燃料課 別海給油所
→購買部 資材燃料課 別海整備工場
　　　　田村　美沙紀
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